
豊かな海・川の実現を目指す水産研究所の研究成果を紹介します。

日 時：令和８年３月1８日（水） 1３時３０分から1５時３０分まで

場 所：岡山市北区下石井2-6-41 ピュアリティまきび2階「孔雀」

開催次第
（１）開 会 13:30～
（２）挨 拶
（３）成果発表

①戦前における海洋観測の実施状況と100年間での透明度の変化
（漁場環境研究室 高木 秀蔵） 13:35～14:00

②資源評価調査からわかったサワラのサイズおよび漁獲時期の変化
（栽培・資源研究室 渡邉 美緒） 14:00～14:25

（休憩15分）

③旭川下流域におけるアユ資源の状況と資源回復の取組
（海面・内水面増殖研究室 竹本浩之） 14:40～15:05

パネル展示（13:00～15:30）

（４）閉 会

参加のお申し込みは、右記２次元バーコード（岡山県電子申請サービス）、

または、電話、FAX、メールにてお申込ください。

※お申込の際は、氏名、電話番号、所属をお知らせください。

申込期限：令和８年３月１０日（火）

【問い合わせ先】
岡山県農林水産総合センター水産研究所
岡山県瀬戸内市牛窓町鹿忍6641-6

電話番号 0869-34-3074 FAX番号 0869-34-4733

メール suishiken@pref.okayama.lg.jp



令和７年度研究成果発表会

岡山県農林水産総合センター水産研究所の研究成果を関係業界や県民の皆様に分かりやすく紹介
して理解と関心を深めてもらうため，研究成果発表会を開催します。

日 時：令和8年3月18日（水） 13時30分から15時30分まで（受付13時から）
場 所：岡山市北区下石井2-6-41 ピュアリティまきび2階「孔雀」

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
研究成果発表 13:35～15:05

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

① 戦前における海洋観測の実施状況と100年間での透明度の変化
漁場環境研究室 高木秀蔵

本県では、大正７（1918）年から船舶を用いた海洋観測を開始し、戦争による中断を経て
現在も継続している。その歴史と100年間で生じた透明度の変化について紹介する。

② 資源評価調査からわかったサワラのサイズおよび漁獲時期の変化
栽培・資源研究室 渡邉美緒

本県では、一時期資源量が激減したサワラについて、その資源評価に資する調査を行って
いる。これまでの調査結果から、近年のサイズおよび漁獲時期の変化について紹介する。

③ 旭川下流域におけるアユ資源の状況と資源回復の取組
海面・内水面増殖研究室 竹本浩之

旭川下流域に生息するアユの生息尾数を推定した。また、アユの資源回復に向けた人工産
卵場造成等の取組について紹介する。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
パネル展示 13:00～15:30

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

会場後方では、以下の内容のパネルを展示します。
◆近年における漁船漁業の漁獲状況と魚種の変遷
◆水質環境とマガキ成長との関係解明
◆岡山県海域で実施可能なガラモ場の再生手法の検討（令和７年度の取組）

©岡山県「ももっち」


